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作成日    第１版 西暦 2025 年 8月 12日 

第２版 西暦 2026 年 6月 1日 

研究に関するホームページ上の情報公開文書 

 

研究課題名：アレルギーにおける原因アレルゲンの多角的解析 

 

本研究は藤田医科大学の医学研究倫理審査委員会で審査され、各研究機関の長の許

可を得て実施しています。 

（本研究は当初、対象者または代諾者から文書による同意を取得する方式で実施して

おりましたが、藤田バイオバンクに保存されている血清を利用する必要が生じたた

め、倫理審査委員会の承認を得て、現在は情報公開・オプトアウト方式で実施してい

ます。） 

 

１． 研究の対象 

①藤田医科大学病院および藤田医科大学ばんたね病院に通院中で、アレルギーが疑わ

れる小児および成人の方 

②藤田バイオバンクへの血清保存にご同意をいただいた海外国籍のアレルギーのない

健常者の方 

 

２． 研究目的・方法・研究期間 

 ２－１．本研究が対象とする病気と目的およびその意義 

現在、花粉症、食物アレルギー、ラテックスアレルギー、薬物アレルギーなど多くの

方が多くの方がアレルギー疾患に罹患しています。重篤な場合には、呼吸困難や意識喪

失などの症状が出ることもあります。現状の技術では、アレルギーの原因物質特定は容

易ではなく、症状の原因と予想される食物を実際に食べる試験（経口負荷試験）や薬物

を使用する試験（薬物誘発試験）などをして発症するかどうかを確認しなければ、何が

原因でアレルギーを起こしたかすら明確に診断できない患者さんもいらっしゃいます。 

本研究では、様々なアレルギーに対する原因抗原の解明を目的としています。これに

より、簡単で安全に正確に検査できる方法が開発されれば、何によってアレルギーを起

こしているかの診断が容易になるため、患者さんが避けるべきアレルゲンが明確にな

り、 QOLの向上に繋がります。 また、治療方法が開発されれば、アレルギーに苦しま

ない生活が送れるようになる可能性が高まります。 

 ２－２．研究の方法 

（１）予定される研究期間 

倫理審査委員会承認日から 2029年 3月 31日までを予定しています。 
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 （２）参加予定者数 

この研究では、6,500名の患者さんと 100名の健常者の参加を予定しております（当

院での参加人数はそれぞれ 700名、80名を予定しています）。また、本学の血清バン

クから３～５名程度の海外国籍の健常者血清を用いて実施する予定です。 

（３）この研究で行う研究方法 

1.通常診療時に血液検査を行う際に、通常の方法で上乗せ採血を行います。上乗せで

採取する血液量は 10mlから必要に応じて成人で最大 30ml、小児で最大 20ml程度で

す。血液の発送先は、藤田医科大学医学部小児科研究室もしくは、専らアレルゲンの

解析をしている研究施設です。また、担当医師は患者さんに、その他のアレルギーに

関する病歴の聴取や、原因物質の可能性を調査するための試験や血液検査、経口負荷

試験などの臨床検査を行う場合もあります。なお、人種による非特異的な反応の差異

を評価するため、本学の血清バンクから、外国人の健常者血清も取り寄せて実施しま

す。 

2.担当医師は 以下ⅰ～ⅲ の情報や結果を収集します 

(ⅰ)氏名、カルテ ID、年齢（生年月日）、性別、担当医師名、医療施設名、診療科な

どです。ただし、対象者の皆さんの個人情報（氏名、生年月日）は、同一施設内の担

当医師のみしか閲覧できないようにしています。 

(ⅱ)アレルギー情報については、アレルギー家族歴や、対象者の皆さん自身のこれま

で罹患したアレルギー疾患と今回アレルギーが疑われている食品に関する詳細な症状

です。 

(ⅲ)血液検査結果、好塩基球活性化試験結果、皮膚試験結果、経口食物負荷試験、薬

物誘発試験結果などです。 

3.血清等を使用した酵素抗体試験、イムノブロット試験（いずれも血清中 IgE抗体結

合タンパク質の検出）やエピトープ特定等の探索などの抗原検索試験行います。ま

た、特定された抗原候補について皮膚試験等で検証する場合もあります。同一物質が

原因となった症例が多数集まった場合は、統計的な解析をおこない病態との関連性に

ついても評価・検討します。また、血液成分の分析から、診断等に有用なマーカーの

探索も行います。さらに、患者さんの定期外来受診時等、一定期間をあけた後にも採

血等させていただき、経過評価を行うことで予後予測因子の探索なども行います。 

4. 本研究で 残った試料は、可能な限り長期間保存させていただき、他の研究にも

使用させていただく場合があります。その際は、担当医師から再度必要な情報を確認

させていただく場合があります。 

 

（４）検査及び観察項目 
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 症状や重度等の問診内容、皮膚試験の結果、血液検査（抗原特異的 IgE抗体検査、

好塩基球活性化試験等）の結果、経口負荷試験の結果など、本研究期間終了までの

間、外来を受診した際に確認します。 

 

 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

 情報：病歴、性別、採血時の年齢、担当医名、アレルギー歴、各アレルゲンによる誘発

症状、カルテ番号 等 

 試料：血液検体 

 

４．外部への試料・情報の提供  

患者さんの名前は識別コード（文字や数字を組み合わせたもの）に置き換え、対応表を

作成することで匿名化（対応表などの情報がないとその血清が誰のものかわからないよ

うにすること）を行います。共同研究機関に血清を送付する場合は、この識別コードと

性別、年齢、アレルギー歴、アレルギー症状およびアレルゲンに関する情報などを記載

した用紙を送付します。識別コードの対応表は、当科の研究責任者が保管・管理しま

す。 

 

５．研究組織 

研究代表者： 

藤田医科大学医学部小児科学 教授 近藤 康人 

 

共同研究機関： 

松田 幹 名古屋大学大学院生命農学研究科 応用生命化学講座 

安達玲子 国立医薬品食品衛生研究所 生化学部 

穐山 浩 国立医薬品食品衛生研究所 食品部 

佐藤里絵 農研機構 食品研究部門 

板垣康治 北海道文教大学人間科学部 健康栄養学科 

高松伸枝 別府大学 食物栄養科学部 

森山達哉 近畿大学農学部応用生命化学科 応用細胞生物学研究室 

成田宏史 京都専門職大学 

岡崎史子 龍谷大学 農学部 食品栄養学科  

森川昭廣 社会福祉法人希望の家付属 北関東アレルギー研究所所長 

池田政憲 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 小児急性疾患学講座 

松原知代 獨協医科大学埼玉医療センター 小児科 
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谷内昇一郎 愛仁会高槻病院 小児科 しんあい病院小児科 

竹村 豊 近畿大学医学部小児科学教室 

土井政明 市立東大阪医療センター 

尾辻健太 沖縄協同病院 小児科 

藤原倫昌 国立病院機構福山医療センター小児科 

新垣智也 済生会中津病院 小児科，免疫・アレルギーセンター 

高岡有理 大阪府立呼吸器・アレルギー医療センター小児科 

笠井和子 兵庫県立こども病院 

増本夏子 国立病院機構 福岡東医療センター 小児科 

濱田匡章 八尾市立病院  

荻田 薫 聖隷三方原病院小児科  

薮田憲治 箕面レディースクリニック 分院 小児科 

亀崎佐織 かめさきこども・アレルギークリニック 

藤谷宏子 （医）博友会 藤谷クリニック 

立元千帆 あおぞら小児科 病児保育あまやどり 

武山 彩 公立相馬総合病院 

小林貴江 春日井市民病院 

神岡直美 名古屋市立西部医療センター小児科 

寺西映子 医療法人道雄会 和田クリニック   

春日彩季 あべのメディカルクリニック 

藤川詩織 あべのメディカルクリニック 

橋本泰佑 大阪市立大学大学院医学研究科 発達小児医学 

大矢幸弘 国立成育医療研究センター 

福家辰樹 国立成育医療研究センター 

勝沼俊雄 東京慈恵会医科大学附属第三病院小児科 

小林茂俊 帝京大学医学部附属病院小児科 

小山隆之 帝京大学医学部附属病院小児科 

三浦克志 宮城県立こども病院アレルギー科 

佐藤さくら 国立病院機構相模原病院 臨床研究センター 

益海大樹 市立貝塚病院小児科 

渡邊由香利 岡崎市民病院小児科 

柘植郁哉 八千代病院 小児アレルギーセンター 

山脇一夫 八千代病院 小児アレルギーセンター 

増田 進 総合病院南生協病院小児科 

各務美智子 かなれこどもクリニック 

坂口直哉 なおやこどもクリニック 
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越路和範 全国蕎麦製粉協同組合 理事長 

黒子泰伸 全国蕎麦製粉協同組合 農研機構担当理事相談役 

原 尚資 農研機構北海道農業研究センター 

細部千晴 細部小児科クリニック 

後藤綾子 福岡大学病院小児科 

佐々木亜由美 徳島大学病院小児科 

川井 学 川井小児科クリニック 

木曽原 悟 刈谷豊田総合病院小児科 

原 正和 静岡大学グリーン科学技術研究所 グリーンバイオ研究部門 

伊藤靖典 長野県立こども病院 アレルギー科 

小池由美 長野県立こども病院 アレルギー科 

徳永 舞 長野県立こども病院 アレルギー科 

佐久間弘子 星総合病院 小児科 

城田 淳 福島県立医大 小児科 

鈴木奈緒子 福島県総合療育センター 小児科 

江村重仁 県立新発田病院小児科 

後藤正之 ごとう小児科アレルギー科 

有馬智之 国立病院機構三重病院 

岩田郁子 国立病院機構三重病院 

山田慎吾 国立病院機構三重病院 

小太刀豪 自治医科大学附属病院小児科 

向井元裕 あいち小児保健医療総合センター 

伊藤 環 慶應義塾大学医学部小児科 

冠城祥子 慶應義塾大学医学部小児科 

川本典生 岐阜大学医学部附属病院小児科 

小林一郎 KKR札幌医療センター 小児・アレルギーリウマチセンター 

井上博貴 井上小児科医院 

楢林成之 ならばやしこどものアレルギークリニック 

木戸 博 国立大学法人徳島大学 先端酵素研究所 

 

６．除外の申出・お問い合わせ先 

試料・情報が本研究に用いられることについて研究の対象となる方もしくはその代諾者

の方にご了承いただけない場合には、研究対象から除外させていただきます。下記の連絡先

までお申し出ください。その場合でも、お申し出により、研究の対象となる方その他に不利

益が生じることはありません。 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 
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また、ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範

囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

藤田医科大学 医学部小児科学 

担当者：藤田医科大学医学部小児科学 教授 近藤康人  

    または 藤田医科大学病院 および ばんたね病院小児科 担当主治医 

連絡先：藤田医科大学ばんたね病院 小児科 

〒454-8509 名古屋市中川区尾頭橋 3-6-10 

Tel: 052-323-5649、Fax: 052-323-5776 

 

この研究は、主に消費者庁から資金の提供を受けて実施しております。よって特定の企業と

の関連はありません。それ以外の資金提供や、人的・物的支援は受けません。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



7 

 

 

Date of Creation: Ver.1  August 12, 2025 

Ver.2 June 1, 2026 

Public Disclosure Document on Research Information 

 

Research Title: Multidimensional Analysis of Causative Allergens in Allergies 

 

This research has been reviewed by the Medical Research Ethics Committee of Fujita 

Health University and is conducted with the approval of the heads of each 

participating research institution. 

（This study was originally conducted with written informed consent from the 

participants or their legal representatives. However, as it became necessary to 

use serum samples stored in the Fujita Biobank, the study is now being conducted 

under the information disclosure and opt-out method with the approval of the Ethics 

Review Committee.） 

 

 

1. Research Subjects 

1. Pediatric and adult patients suspected of having allergies who are currently 

receiving outpatient care at Fujita Health University Hospital or Fujita 

Health University Bantane Hospital. 

2. Healthy volunteers of foreign nationality without allergies who have 

consented to the storage of their serum in the Fujita Biobank. 

 

2. Research Purpose, Methods, and Period 

2-1. Target Diseases, Purpose, and Significance 

At present, many people suffer from allergic diseases such as hay fever, food 

allergies, latex allergies, and drug allergies. In severe cases, symptoms such as 

difficulty breathing or loss of consciousness may occur. 

With current technology, identifying the allergen responsible for an allergic 

reaction is not always easy. In some cases, the cause cannot be clearly diagnosed 

without conducting tests such as oral food challenge tests or drug provocation 

tests to see whether symptoms appear after consuming or being exposed to the 

suspected allergen. 

The purpose of this research is to elucidate the causative antigens of various 
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allergies. If a method can be developed that enables accurate diagnosis in a simple 

and safe manner, it will become easier to identify the allergens patients need to 

avoid, thereby improving their quality of life (QOL). Furthermore, if treatments 

are developed, the likelihood of living free from the burden of allergies will 

increase. 

 

 

2-2. Research Methods 

(1) Planned Research Period 

From the date of approval by the Ethics Committee until March 31, 2029. 

(2) Planned Number of Participants 

This research plans to recruit 6,500 patients and 100 healthy individuals (with 

our institution contributing approximately 700 patients and 80 healthy individuals). 

In addition, approximately 3–5 serum samples from healthy foreign nationals stored 

in the university’s serum bank will be used. 

(3) Research Procedures 

1. During routine medical care, when blood tests are conducted, an additional 

blood sample will be taken using standard methods. The amount of additional 

blood collected will range from 10 ml to a maximum of about 30 ml for adults 

and 20 ml for children, depending on need. The blood will be sent to the 

Department of Pediatrics, School of Medicine, Fujita Health University, or 

to research facilities dedicated to allergen analysis. The attending 

physician may also collect further allergy-related medical history, and may 

conduct diagnostic tests such as oral food challenge tests, drug provocation 

tests, or additional blood tests to investigate possible allergens. 

For the purpose of assessing nonspecific response differences by race, serum 

from healthy foreign individuals stored in the university’s serum bank 

will also be used. 

2. The attending physician will collect the following information and results: 

(i) Name, medical record ID, age (date of birth), sex, attending 

physician’s name, name of medical institution, department, etc. Personal 

information such as name and date of birth will only be accessible to the 

attending physician within the same institution. 

(ii) Allergy information including family history of allergies, the 

participant’s history of allergic diseases, and detailed symptoms related 

to the suspected allergenic food. 
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(iii) Results of blood tests, basophil activation tests, skin tests, oral 

food challenge tests, drug provocation tests, etc. 

3. Using serum and other materials, antigen search tests such as enzyme-linked 

immunosorbent assays (ELISA), immunoblot tests (for detecting proteins bound 

to IgE antibodies in serum), and epitope mapping will be conducted. 

Identified antigen candidates may also be verified through skin testing. If 

a substantial number of cases with the same causative substance are 

collected, statistical analysis will be performed to evaluate and examine 

the relationship with clinical pathology. In addition, analysis of blood 

components will be conducted to search for diagnostic markers. Follow-up 

sampling, such as during routine outpatient visits after a certain interval, 

will be conducted to evaluate prognosis and search for predictive factors. 

4. Any remaining specimens from this research will be stored for as long as 

possible and may be used for other research purposes. In such cases, the 

attending physician may confirm necessary information again. 

(4) Items for Examination and Observation 

During the research period, at outpatient visits, the following will be confirmed: 

interview information regarding symptoms and severity, skin test results, blood 

test results (specific IgE antibody tests, basophil activation tests, etc.), and 

results of oral challenge tests. 

 

3. Types of Specimens and Information Used in the Research 

Information: Medical history, sex, age at blood collection, attending physician’s 

name, allergy history, symptoms induced by each allergen, medical record number, 

etc. 

Specimens: Blood samples 

 

4. Provision of Specimens and Information to External Parties 

Participant names will be replaced with an identification code (a combination of 

letters and/or numbers), and a correspondence table will be created to ensure 

anonymity (so that the serum cannot be linked to a specific individual without 

this correspondence table). When serum is sent to a collaborating research 

institution, a form containing the identification code, sex, age, allergy history, 

allergy symptoms, and allergen-related information will be sent. The correspondence 

table for the identification code will be stored and managed by the principal 

investigator of this study. 
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5. Research Organization 

Principal Investigator: 

Yasuto Kondo, M.D., Ph.D. 

Professor, Department of Pediatrics, School of Medicine, Fujita Health University 

Collaborating Institutions and Researchers: 

松田 幹 名古屋大学大学院生命農学研究科 応用生命化学講座 

安達玲子 国立医薬品食品衛生研究所 生化学部 

穐山 浩 国立医薬品食品衛生研究所 食品部 

佐藤里絵 農研機構 食品研究部門 

板垣康治 北海道文教大学人間科学部 健康栄養学科 

高松伸枝 別府大学 食物栄養科学部 

森山達哉 近畿大学農学部応用生命化学科 応用細胞生物学研究室 

成田宏史 京都専門職大学 

岡崎史子 龍谷大学 農学部 食品栄養学科  

森川昭廣 社会福祉法人希望の家付属 北関東アレルギー研究所所長 

池田政憲 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 小児急性疾患学講座 

松原知代 獨協医科大学埼玉医療センター 小児科 

谷内昇一郎 愛仁会高槻病院 小児科 しんあい病院小児科 

竹村 豊 近畿大学医学部小児科学教室 

土井政明 市立東大阪医療センター 

尾辻健太 沖縄協同病院 小児科 

藤原倫昌 国立病院機構福山医療センター小児科 

新垣智也 済生会中津病院 小児科，免疫・アレルギーセンター 

高岡有理 大阪府立呼吸器・アレルギー医療センター小児科 

笠井和子 兵庫県立こども病院 

増本夏子 国立病院機構 福岡東医療センター 小児科 

濱田匡章 八尾市立病院  

荻田 薫 聖隷三方原病院小児科  

薮田憲治 箕面レディースクリニック 分院 小児科 

亀崎佐織 かめさきこども・アレルギークリニック 

藤谷宏子 （医）博友会 藤谷クリニック 

立元千帆 あおぞら小児科 病児保育あまやどり 

武山 彩 公立相馬総合病院 

小林貴江 春日井市民病院 

神岡直美 名古屋市立西部医療センター小児科 
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寺西映子 医療法人道雄会 和田クリニック   

春日彩季 あべのメディカルクリニック 

藤川詩織 あべのメディカルクリニック 

橋本泰佑 大阪市立大学大学院医学研究科 発達小児医学 

大矢幸弘 国立成育医療研究センター 

福家辰樹 国立成育医療研究センター 

勝沼俊雄 東京慈恵会医科大学附属第三病院小児科 

小林茂俊 帝京大学医学部附属病院小児科 

小山隆之 帝京大学医学部附属病院小児科 

三浦克志 宮城県立こども病院アレルギー科 

佐藤さくら 国立病院機構相模原病院 臨床研究センター 

益海大樹 市立貝塚病院小児科 

渡邊由香利 岡崎市民病院小児科 

柘植郁哉 八千代病院 小児アレルギーセンター 

山脇一夫 八千代病院 小児アレルギーセンター 

増田 進 総合病院南生協病院小児科 

各務美智子 かなれこどもクリニック 

坂口直哉 なおやこどもクリニック 

越路和範 全国蕎麦製粉協同組合 理事長 

黒子泰伸 全国蕎麦製粉協同組合 農研機構担当理事相談役 

原 尚資 農研機構北海道農業研究センター 

細部千晴 細部小児科クリニック 

後藤綾子 福岡大学病院小児科 

佐々木亜由美 徳島大学病院小児科 

川井 学 川井小児科クリニック 

木曽原 悟 刈谷豊田総合病院小児科 

原 正和 静岡大学グリーン科学技術研究所 グリーンバイオ研究部門 

伊藤靖典 長野県立こども病院 アレルギー科 

小池由美 長野県立こども病院 アレルギー科 

徳永 舞 長野県立こども病院 アレルギー科 

佐久間弘子 星総合病院 小児科 

城田 淳 福島県立医大 小児科 

鈴木奈緒子 福島県総合療育センター 小児科 

江村重仁 県立新発田病院小児科 

後藤正之 ごとう小児科アレルギー科 

有馬智之 国立病院機構三重病院 
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岩田郁子 国立病院機構三重病院 

山田慎吾 国立病院機構三重病院 

小太刀豪 自治医科大学附属病院小児科 

向井元裕 あいち小児保健医療総合センター 

伊藤 環 慶應義塾大学医学部小児科 

冠城祥子 慶應義塾大学医学部小児科 

川本典生 岐阜大学医学部附属病院小児科 

小林一郎 KKR札幌医療センター 小児・アレルギーリウマチセンター 

井上博貴 井上小児科医院 

楢林成之 ならばやしこどものアレルギークリニック 

木戸 博 国立大学法人徳島大学 先端酵素研究所 

 

6. Requests for Exclusion from the Study / Contact Information 

If you (or your legal representative) do not agree to have your specimens and 

information used for this research, you may request to be excluded from the study. 

Please contact the address below. Such a request will not result in any disadvantage 

to you or others. 

If you have any questions regarding this research, please contact the address 

below. Upon request, you may also view the research protocol and related documents 

to the extent that it does not compromise the privacy of other participants or 

intellectual property rights. 

Contact for Inquiries or Refusal of Use in the Research: 

Department of Pediatrics, School of Medicine, Fujita Health University 

Contact Person: Yasuto Kondo, M.D., Ph.D., Professor, Department of Pediatrics, 

School of Medicine, Fujita Health University 

Or your attending pediatrician at Fujita Health University Hospital or Bantane 

Hospital 

Address: 

Department of Pediatrics, Fujita Health University Bantane Hospital 

3-6-10 Otohashi, Nakagawa-ku, Nagoya, 454-8509, Japan 

Tel: +81-52-323-5649 

Fax: +81-52-323-5776 

This research is primarily funded by the Consumer Affairs Agency of Japan. 

Therefore, there is no affiliation with any specific company. No other financial, 

personnel, or material support will be received. 


